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技能五輪全国大会

（左から）全国障害者技能競技会に出場する前川哲志選手（ワード
・プロセッサ）、技能五輪全国大会に出場する岩岡剛志選手（日本
料理）、菊池蒼衣選手（レストランサービス）

技能五輪全国大会は原則23歳以下の青年技能者が
幅広い職種の中で技能レベルの日本一を競う競技大
会で、次代を担う青年技能者が目標を持ち、さらに
高いレベルで技能の向上を目指すことを目的とする
とともに、大会開催地域の若者が優れた技能に身近
に触れる機会を提供し、その重要性及び必要性を広
く国民に対してアピールしています。大会には全国
から42職種1,025名が出場し、長野県からは18職種
43名が出場しました。
岩岡選手と菊池選手は技能五輪出場は２回目とな

り、さらなる高みを目指して競技に臨みました。

レストランサービス：菊池蒼衣選手（左上）、日本料理：岩岡剛志選手（右上）、
ワード・プロセッサ：前川哲志選手（下）

開催日：令和7年10月17日から20日 会場：愛知県

第63回技能五輪全国大会ポスター 第45回全国アビリンピックポスター 第45回全国アビリンピックポスター
第11回国際アビリンピック派遣選手選考会

全国アビリンピック

松本市から出場する３選手が松本市役所を訪れ、
市長から激励を受け、選手たちはその言葉を胸に
それぞれの舞台で全力を尽くしました。

障害者技能競技大会（アビリンピック）は、障が
いのある方々が日頃職場などで培った技能を競う大
会で、障がいのある方々の職業能力の向上を図ると
ともに、企業や社会一般の人々に障がいのある方々
に対する理解と認識を深めてもらい、その雇用の促
進を図ることを目的としています。
前川選手は国際大会派遣選手選考会となる本大会

に招聘選手として出場しました。


